
１．主な事業の内容

　（１）不二学園、成田市のぞみの園、かしの木園での円滑な施設支援の実施

　（２）居宅介護ステーションりんご、大成会共同生活事業所での居宅支援の実施

　（３）千葉県障害児等療育支援事業の実施

　（４）成田市障がい者相談センター委託事業の実施

　（５）不二学園施設整備用地の取得

　（６）地域勉強会「自閉症基礎講座」の開催

２．理事会等の開催

　（１）監事監査の実施

　平成２１年５月１８日　監事２名による監査を実施

　（２）理事会・評議員会の開催

３．役員・職員の状況（平成２１年度末現在）

理　事 　：　１０名 職員・臨時職員の状況

監　事 　：　　２名 区分 員数

評議員 　：　２１名 男性 ３４名

職　員 　：　６６名 女性 ４７名

臨時職員 　：　１５名 計 ８１名 ５名増 ３６歳１１ヶ月 ７年　０ヶ月

増減なし ３８歳　８ヶ月 ９年　４ヶ月

５名増 ３５歳　７ヶ月 ６年　８ヶ月

２１名 １９名 １名

前期末比 平均年齢 平均勤続年数

平成２１年　９月２４日 １０名 ９名　　　

平成２２年　３月１７日 １０名 １０名　　　

平成２１年　７月　８日 １０名 １０名　　　

理　　　事　　　会 評　　議　　員　　会
出席監事

出席評議員理事定数 出席理事 評議員定数

　知的障害児施設不二学園における施設支援（入所）・短期入所・日中一時支援、成田市のぞみの園における

就労継続B型事業（通所）・日中一時支援、かしの木園における生活介護事業（通所）・日中一時支援の各事業

を円滑に実施いたしました。

　より一層の地域福祉推進のために、りんごでは居宅介護・移動支援・福祉有償運送事業等、きめ細かな事業

の実施に努め、共同生活事業所（2ケ所）では計7名の入居者それぞれの生活スタイルや要望を尊重する支援

を心がけました。

　前年度に引き続き、不二学園において「ふれあい地域生活支援センターささえあい」として、在宅の障害児

（者）及びその家族に対して各種福祉サービスの案内・調整・相談等を実施いたしました。

　障がい者相談支援、各種福祉サービスの利用援助、余暇支援として調理実習等を実施するとともに、成田市

地域自立支援協議会事務局を担当いたしました。

　老朽化が進んでいる不二学園の施設整備用地として、成田市新駒井野に3,267㎡の土地を取得し、基本財産

に編入いたしました。

　“わかりやすい自閉症勉強会“をコンセプトに、年３回の自閉症基礎講座を無料で開催し、多くの皆様にご参

加いただきました。

１７名 １名２１名

自：平成21年4月 1日

平成21年度　事業報告書の要旨

社会福祉法人　大成会　

　当法人は、課せられた任務の公共性・公益性を踏まえつつ、従来にも増して積極的に業務の活性化と経営全般に亘

る効率化を図り、事業の確実な遂行と経営基盤の強化に努めてまいりました。多様な事業主体が社会福祉分野に進出

してくる中、社会福祉の｢主たる担い手｣としてより一層の努力を続けてまいる所存でございます。

至：平成22年3月31日

８名　　　平成２１年　５月２０日 １０名 ２１名 １名１５名

１名



４．成田市のぞみの園　就労支援事業の状況

　※ 賞与を含む

５．苦情受付の状況（平成21年度）

区分

　※ 居宅介護ステーションりんご、ささえあい、大成会共同生活事業所、成田市障がい者相談センターにおける苦情受付

　　は、ありませんでした。
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保護者 　他利用者からの他害行為に対する訴え。
　職員が間に入り対応することで一旦ご理解を得る
が、同じ他利用者から再度他害を受け、改善策等
を協議したが契約解除となる。

　毎日の定時検温、発熱時等の休校・早退、治癒
証明書の提出及び関係機関への届出の状況等を
回答し、ご納得を得た。

特別支援学
校

28,837千円 

28,822円 28,345円 101.7％ 利用者平均工賃(月額)

区　　　分 平成21年度 平成20年度

就労支援事業収入 29,109千円 

不

二

学

園

保護者
　事業所にリサイクル品を持参した際、利用
者に空いた袋を投げつけられた。指導をき
ちんとして欲しい。

　当該利用者への支援を継続するとともに、来園者
への対応はできるだけ職員が行うことを再確認す
る。
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特別支援学
校
保護者

保護者
　出店補助として出勤予定であったが、出
勤できなくなったのは何故か。

　担当者との連絡の行き違いがあったことが原因で
あり、情報を確実に共有し、その都度確認をとること
とした。

　インフルエンザ流行時に、不二学園児童
が発熱しているにもかかわらず通学してい
るという風評に対する問合せ。

保護者
　園に届けた学校用衣類が、学校に届いて
いないことへの問合せ。

　衣類のチェック体制、担当職員間の引き継ぎの遅
れを説明・謝罪し、ご納得を得た。

対前年度比

　児童の擦り傷・アザが、学校内での受傷で
はないことを確認して欲しい。

　詳細調査し、園でのパニック時の傷であることを
確認し、学校及び保護者に状況説明・謝罪をし、ご
納得を得た。

申出者 解　決　結　果内　　　　　容

100.9％ 


